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 俺は決意した。５年頑張ってみようと。 

 「いい年して、何言ってんだ」 

と、言われるなんてこたぁ、わかってる。だけど、 

どうしても挑戦してみたいって気持ちを抑えられないんだよ。 

 「馬鹿じゃないの」 

そう、その通りさ。大馬鹿野郎なんだろうさ。 

何から始めたらいいのか、それすらわかってないんだから。 

 「ダメだったらどうすんの」 

覚悟の上さ。失ったとしてもたいしたもんじゃねぇよ。 

 「大人になりなよ」 

あぁ、あんたは大人だよ。いつまでもガキで悪かったな。 

 「反対する人はいないの」 

されてるさ。四面楚歌。そこまで言うかって、ぐらい反対されてんだよ。 

 

 定年を前にして、考えるようなことじゃないってのは、十分承知の上さ。 

その上も上。特上(とくうえ)で決意したんだよ俺は。60になる前の今。 

今決意しなきゃ、と思ったんだ。 

 焦ってるわけじゃないよ。ボケてもいない。今がチャンスだ。 

このタイミングを逃しちゃいけないって思ったんだ。 

 

 ワクワクしてるよ。これからどうなっていくんだろって。 

全く先が見えないんだから。不安もあるけど、期待の方がはるかに大きいな。 

 何を決意したかって。一言じゃあ…。まぁ、正直になることかな。自分に。 

 「何かっこつけてんだ」って、   

ちょっとぐらい、かっこつけさせてくれよ。 


